






 

我々は、日本における周産期医療システムを検討するにあたり、内外の文献調査を行った。 

 周産期医療の地域化は、三次救急病院を核として一次、二次の病院からの患者の搬送や

コンサルテイション、さらには医師、スタッフ等の教育から成り立つ。この周産期救急の

システム化は、いくつかのメリットを持っている。 


